
「標準的なバス情報フォーマット」の拡充

・「標準的なバス情報フォーマット」とは、バス事業者と経路検索等の情報利用者との情報の受渡しのための共通フォーマットです。
・既存の静的データに関するフォーマット（GTFS-JP）に、この度、動的データに関するフォーマット（GTFSリアルタイム）を追加しました。

「標準的なバス情報フォーマット」のメリット「標準的なバス情報フォーマット」制定の目的

「標準的なバス情報フォーマット」の構成

区分 フォーマット名 対象とする情報

静的データ GTFS-JP(2017年３月～) 停留所、路線、便、時刻表、運賃 等

動的データ GTFSリアルタイム(2019年3月～)
遅延、到着予測、車両位置、運行情報
等

1 バス情報を利用者ニーズに合わせて提供

2 バス事業者の経営基盤強化

静的データ「GTFS-JP」と動的データ「GTFSリアルタイム」の2種類のフォーマットを包含しています。

いずれも国際的に広く利用されている「GTFS」(General Transit Feed Specification)を基本として

いるため、整備した情報が迅速に世界中の経路検索サービスに反映されるという特長があります。

・データ化されていないバス事業者によるデータ整備の促進

・バス事業者と情報利用者との情報受渡しの効率化・迅速化

・乗換案内等での他のモードとのシームレス案内の実現

・蓄積されたデータの活用による事業改善

・MaaS※(マース)への戦略的参画

※MaaS:Mobility as a Service

1 小規模バス事業者やコミュニティバスも
経路検索サービス等に掲載される

2 バスロケ情報が経路検索に掲載される

3 運行情報が経路検索に掲載される

多様な活用ができる（ワンソース・マルチユース）

事業者自身が案内の正確さを向上できる

業務の効率化ができる

これまで経路検索サービスに載りづらかったバスについても、
より多くの経路検索サービスに掲載されやすくなります。

大手事業者を含めても現状ごく限定的な、経路検索サービスを通じた
リアルタイムのバスロケ情報を簡易に行えるようになります。

災害時やイベント開催中の、運休、迂回、増発等の情報を
利用者に伝えることができます。

経路検索以外の情報提供（デジタルサイネージ等）や交通分析も可能になります。

特別ダイヤや運休を反映し、バス停情報もより正確に多言語で整備できます。

経路検索事業者等へのデータ提供の一本化や、業務のIT化に繋がります。
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